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『ＣＧＬ ＮＥＷＳ Ⅲ』は、第３期環境会議メンバーの方々を対象と 

して、環境会議の活動状況と行政動向に関する情報提供を発信しております。 

 

＜目次＞ 

 １． 2007年の年平均大気中二酸化炭素濃度が過去最高に（気象庁） 

  ２.  「脱温暖化2050プロジェクト」 ～低炭素社会に向けた12の方策～を発表 

   （環境省） 

 ３． グリーン物流研究会 ５月21日に第１回会合を開催 

 ４． 第４期グリーンロジスティクスエキスパート講座（東京） 

     －７月１１日（金）に開講－ 

 ５． 第４回グリーン物流基礎コースのご案内（大阪開催） 

 ６．＜６月６日開催＞第２期環境会議委員会活動 成果発表会のご案内 

 ７． ＜コラム＞メーカーの物流部門における環境対応に必要なことは？  

 

★-------------------------------------------------------------------------- 

    2007年の年平均大気中二酸化炭素濃度が過去最高に（気象庁） 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 気象庁では、大気環境観測所（岩手県大船渡市綾里）、南鳥島気象観測所（東京都 

小笠原村）、与那国島測候所（沖縄県八重山郡与那国町）の国内３地点で、大気中の 

二酸化炭素濃度の観測を実施しておりますが、このたび2008年4月の観測を終え、以 

下の結果を発表しました。 

＜結果概要＞ 

・2007年の年平均大気中二酸化炭素濃度は過去最高 

・2008年4月の大気中二酸化炭素濃度は、観測開始以来の最高値を記録 

 

詳細は、下記気象庁ホームページをご参照下さい。 

http://www.jma.go.jp/jma/press/0805/23a/2007co2.html 

 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 「脱温暖化2050プロジェクト」 ～低炭素社会に向けた12の方策～を公表 

                              （環境省） 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 環境省は、「脱温暖化２０５０プロジェクト」のこれまでの研究成果を公表しま 

した。 

 今回の取りまとめは、昨年2月の中間報告で示された「我が国が、2050年までにCO2 

の排出量を1990年比で７０％削減し、豊かで質の高い低炭素社会を構築することは可 

能である」との結論を受けて、７０％削減を現実のものとするための具体的な１２の 

方策を提案するものです。 

 １２の方策の概要は以下のとおりです。 

 

1 快適さを逃さない住まいとオフィス 

建物の構造を工夫することで光を取り込み暖房・冷房の熱を逃がさない建築物の設 

計・普及 

 

2 トップランナー機器をレンタルする暮らし 

レンタルなどで高効率機器の初期費用負担を軽減しモノ離れしたサービス提供を推進 



 

3 安心でおいしい旬産旬消型農業 

露地で栽培された農産物など旬のものを食べる生活をサポートすることで農業経営が 

低炭素化 

 

4 森林と共生できる暮らし 

建築物や家具・建具などへの木材積極的利用、吸収源確保、長期林業政策で林業ビジ 

ネス進展 

 

5 人と地球に責任を持つ産業・ビジネス 

消費者の欲しい低炭素型製品・サービスの開発・販売で持続可能な企業経営を行う 

 

6 滑らかで無駄のないロジスティクス 

SCMで無駄な生産や在庫を削減し、産業で作られたサービスを効率的に届ける 

 

7 歩いて暮らせる街づくり 

商業施設や仕事場に徒歩・自転車・公共交通機関で行きやすい街づくり 

 

8 カーボンミニマム系統電力 

再生可能エネ、原子力、CCS*2併設火力発電所からの低炭素な電気を、電力系統を介 

して供給 

 

9 太陽と風の地産地消 

太陽エネルギー、風力、地熱、バイオマスなどの地域エネルギーを最大限に活用 

 

10 次世代エネルギー供給 

水素・バイオ燃料に関する研究開発の推進と供給体制の確立 

 

11 「見える化」で賢い選択 

CO2排出量などを「見える化」して、消費者の経済合理的な低炭素商品選択をサポー 

トする 

 

12 低炭素社会の担い手づくり 

低炭素社会を設計する・実現させる・支える人づくり 

 

特に、「６ 滑らかで無駄のないロジスティクス」で記載されている 

目指す将来像の項目としては、下記が記載されております。 

 

●ＳＣＭによる無駄の徹底排除 

●鉄道・船舶輸送インフラの充実と繁ぎ目のない流通網の実現 

●高効率自動車による域内輸送 

 

詳細は下記環境省ホームページをご参照ください。 

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=9735 

 

★---------------------------------------------------------------- 

   グリーン物流研究会 ５月21日に第１回会合を開催 

★---------------------------------------------------------------- 

 グリーン物流研究会は、「ロジスティクス環境会議」の１活動組織として、ロジス 

ティクス分野における環境負荷低減活動を推進するため、参加メンバー等からグリー 

ン物流の各種施策の実施事例等の情報交換等を通じて、実践的な改善施策の研究をす 

すめており、５月21日時点で84社（自治体等も含む）の方にご登録いただいており 



ます。 

 その第１回会合が５月21日（水）に中央大学駿河台記念館（東京都千代田区）で開 

催され、72名の方が参加されました。 

 当日は、当研究会幹事の下村博史氏（㈱日本総合研究所 総合研究部門 上席主任 

研究員）から当研究会の運営方法等の説明の後、環境に関する専門雑誌「日経エコロ 

ジー」の副編集長の斎藤正一氏より「物流に求められる環境対応とは」と題して講演 

が行われました。 

 最後に、研究会メンバーの人的交流を図る目的で、名刺交換会を行いました。 

 当日の講演概要、会場風景等は下記をご参照ください。 

＜グリーン物流研究会 ブログ＞ 

http://plaza.rakuten.co.jp/greenlogistics/diary/200805210000/ 

＜環境会議ホームページ＞ 

http://www.logistics.or.jp/green/info/info7.html 

 

★--------------------------------------------------------------------- 

■第４期グリーンロジスティクスエキスパート講座（東京）■ 

 －７月１１日（金）開講！！－ 

★--------------------------------------------------------------------- 

 ＪＩＬＳでは、物流・ロジスティクス分野における環境負荷の現状を定量的に 

把握し、その低減のための循環型システムを計画立案、推進、評価できる人材の 

育成を目的として、「グリーンロジスティクスエキスパート講座」を本年７月より 

開講いたします。 

 本講座を受講し、修了基準を満たした方には「グリーンロジスティクス管理士」の 

資格が授与されます、これまでに88名（69社）の方が取得され、省エネ法で求めら 

れている省エネ責任者（省エネのための取組を理解し、各関係者に必要な取組を指示 

できる、国に対して提出する「定期報告書」「計画書」の策定責任者）等、各企業で 

活 

躍されております。 

 環境負荷とコスト削減の両立を推進し得る人材の育成のために、本講座をぜひご活 

用ください。 

 

（本講座の特長） 

 ・ロジスティクス領域における環境対応を担う実務リーダーに不可欠な 

  専門知識を習得できるカリキュラムとなっております。 

 ・実践を念頭においた受講者参加型のプログラムを下記のとおり豊富 

  に取り入れ、実践経験豊富な講師より指導を得られます。 

  ●自社業務に関連する法令のレポート、及び発表 

  ●異業種メンバーとのグループ討議による環境負荷低減施策の立 

   案、発表（計３回） 

  ●自社における環境負荷低減施策の実施計画案作成 

 

【会期】２００８年７月１１日(金)～１２月１２日（金） １２日間 

【会場】東京都内会場 

【定員】５０名 

【対象】製造業・流通業・物流業のロジスティクス・物流・環境部門のリー 

    ダー層 

【受講料】ＪＩＬＳ会 員：294,000円（税込） 

     ＪＩＬＳ会員外：367,500円(税込） 

※物流技術管理士、国際物流管理士の資格取得者には優待割引があります。 

【問合先】本部 人材教育部 ＴＥＬ：０３－５４８４－４０２１ 

 

詳細プログラム、これまでの資格取得企業一覧等は、下記ＵＲＬをご参照ください。 



（ＰＤＦ１．１４ＭＢ） 

www.logistics.or.jp/education/seminar/pdf/2008/08h_BA0814_dai4green.pdf 

 

★--------------------------------------------------------------------- 

  ■第４回グリーン物流基礎コース（大阪開催）■ 

   会期：７月２４日・８月７日・８月２２日(３日間) 

★--------------------------------------------------------------------- 

 ＪＩＬＳ関西支部では、物流・ロジスティクス分野における環境負荷低減施策の 

基礎知識を体系的に学び、基本的な環境負荷低減の計画立案、実践ができる人 

材の育成を目的とした「第４回グリーン物流基礎コース」を2008年７月24日(木) 

に開講いたします。 

 本コースは、物流・ロジスティクス分野における環境問題全般と、「輸配送」、 

「包装」、「静脈物流と廃棄物削減」に関する環境負荷低減施策の基本的な項 

目について、理論、実務両面から学ぶことができます。 

 本コースは、係長、業務担当者クラスの方々に加え、（物流技術管理士等の資格 

を取得された方を含め）物流に関して一通りの知識を有した方が、 

「環境の視点から物流を再確認・再整理」し、「コスト削減と環境負荷低減が両立し 

た取り組み」や「環境をテーマとした新たな物流サービスのヒント」を得るために 

ご活用いただくケースが増えております。 

 関係各位の積極的なご参加をお待ちしております。 

 

【会 期】2008年７月２４日（木）、８月７日(木)、８月２２日（金） 

【会 場】大阪リバーサイドホテル(大阪市都島区） 

【定 員】３０名 

【対 象】物流・ロジスティクス分野における環境負荷低減施策に取り組む方で、 

     基本的な知識を必要とされる係長・主任・スタッフの方々や、新任担 

     当者の方々 

【参加料】84,000円／ＪＩＬＳ会員、99,750円／ＪＩＬＳ会員外 

      ※ロジスティクス経営士、物流技術管理士、国際物流管理士、グリーン 

       ロジスティクス管理士の資格取得者には優待割引があります。 

      詳細はパンフレットの申込規定をご覧ください。 

 

【問合先】関西支部 ＴＥＬ．０６－４７９７－２０７０ 

 

※プログラムの詳細は下記ＵＲＬをご参照ください。（ＰＤＦ２．０ＭＢ） 

http://www.logistics.or.jp/education/seminar/pdf/2008/08K_GLB.pdf 

 

★---------------------------------------------------------------- 

 ＜６月６日開催＞第２期環境会議委員会活動 成果発表会のご案内 

★---------------------------------------------------------------- 

 ロジスティクス環境会議では、このたび、第２期環境会議の活動成果を 

ご紹介することにより、第２、３期メンバー企業等の皆様の環境負荷低減 

活動の一助としていただくとともに、環境会議の活動に対して理解を深めて 

いただくことを目的に、本発表会を開催いたします。 

 開催間際となっておりますので、参加をご希望の方はお早めにお申込 

ください。 

 

【日  時】２００８年６月６日（金） １３：２０～１６：５５ 

【会  場】人事労務会館 ３Ｆ 大会議室 

      東京都品川区大崎２－４－３ 

【参加対象】 

・環境会議第２、３期登録メンバー企業の方 



・環境会議への参加を検討されている企業の方 

【参加料金】 

 無 料 

【参加定員】 

 90名（定員になり次第、締め切らせていただきます。） 

【詳細プログラム、申込方法等はこちら】 

 http://www.logistics.or.jp/green/info/pdf/080606.pdf 

 

★-------------------------------------------------------------- 

 ＜コラム＞メーカーの物流部門における環境対応に必要なことは？ 

★-------------------------------------------------------------- 

 メーカーの環境報告書等で環境方針を見ると、「商品の企画・設計から 

部品調達、生産、物流にいたるまで地球環境負荷低減を追求」や「サプラ 

イチェーン全体での環境負荷低減」といったような記載をよく目にします。 

 当然のことながら、その一部を担う物流部門においても環境対応を積極的 

に推進していることと思いますが、現実には他部門との関係でなかなか 

進まない会社も多いようです。 

 そこで、今回、メーカーの物流部門において環境対応を進めるために 

必要だと考えられることをご紹介いたします。 

 

＜全文はこちら＞ 

http://www.logistics.or.jp/green/info/pdf/column080528.pdf 

（ＰＤＦ１９０ＫＢ） 

 

＜文書内に出てくる参考情報＞ 

・グリーンロジスティクスエキスパート講座 

 http://www.logistics.or.jp/green/info/gle4.html 
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